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研究成果の概要（和文）：慢性閉塞性肺疾患（COPD）のケアでは、セルフマネジメント教育プログラムLiving 
Well with COPD （LWWCOPD）が11か国で使用されている。本研究では、LWWCOPDの日本語版「COPDライフ」を用
いたセルフマネジメント教育プログラムの構築、検証を目的とした。「COPDライフ」の患者用、スタッフ用テキ
ストを作成し、これらを用いたセルフマネジメント教育プログラムを実施することによって、患者のQOLや情報
量が向上することが示唆された。一方で同じ医療者が一人の患者に継続的に指導してくことの難しさやテキスト
の頁数が多いため、終了までに時間がかかることが課題として挙げられた。

研究成果の概要（英文）：The self-management education program Living Well with COPD (LWWCOPD), is 
currently in use in 11 countries for patients with chronic obstructive pulmonary disease (COPD). The
 aim of this study is to implement and assess LWWCOPD using the Japanese version, "COPD Life", which
 was adapted by the LWWCOPD Japan team. "COPD Life" was created to be used by both COPD patients and
 medical staff as a comprehensive self-management education program. Our initial analysis suggested 
an improvement in the quality of life and information regarding disease knowledge in patients was 
seen using "COPD Life". However, feedback also pointed out that the self-management program can be 
time consuming for the dedicated medical staff to continuously teach patients due to the large 
volume of program literature.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現在、国内における慢性閉塞性肺疾患（COPD）患者に対するセルフマネジメント教育の共通のツールはない状況
である。本研究で作成した「COPDライフ」は、世界11ヵ国ですでに使用されているセルフマネジメント教育プロ
グラムLiving Well With COPD（LWWCOPD）を日本の文化などに合わせて翻訳し、さらにスタッフ用テキストも含
まれる。本プログラムを用いたセルフマネジメント教育を行うことにより、特定の施設に通院するCOPD患者だけ
でなく、より多くのCOPD患者に同じ質の医療を提供することができ、COPD患者のADL、QOLの改善、緊急受診回数
や入院回数が減少することが期待できる。
　

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 WHO の報告では、慢性閉塞性肺疾患（Chronic Obstructive Pulmonary Disuse: COPD）は 2030
年に死亡原因の第 3位になると予測されており 1、日本では約 530 万人の患者がいると推定され
ている 2。COPD の主原因は喫煙習慣であり、重症になると息切れのため、ADL と筋力の低下をき
たし、さらに息切れが悪化するという悪循環を引き起こす。また、慢性疾患では軽度の感染症や
ストレス負荷で急激に悪化（増悪）・重症化することがあり、COPD においても増悪によって、疾
患や ADL が重症化するだけでなく、増悪による緊急受診や入院の医療費が大きな問題となって
いる。このような増悪を回避するために患者自身が増悪を早期発見・対応できるセルフマネジメ
ント教育が有効であることが報告されている 3。しかし、COPD のセルフマネジメントのための教
育ツールは、国内においては共通のものはないため、医療機関や施設によって教育方法は異なっ
ている。また、COPD を専門とする医師がいない地域も多く、地域によってセルフマネジメント
教育の実施状況も異なっている現状である 4。 
 海外における COPD のセルフマネジメント教育では、カナダを含め、世界 11 カ国（カナダ、ア
メリカ、イギリス、フランス、オランダ、イタリア、スペイン、スイス、ドイツ、アイルランド、
中国）で COPD 患者のセルフマネジメント教育プログラム Living Well with COPD 5（LWWCOPD）
が使用されており、LWWCOPD のプログラムを用いて COPD 患者にセルフマネジメント教育を行う
ことによって、COPD 患者の QOL の改善、緊急受診回数や入院回数の改善が報告されている 6。各
国で使用されている LWWCOPD は、国によって使用される薬や文化も異なるため、オリジナルであ
るカナダの LWWCOPD を翻訳するだけでなく、その国に合った最適な LWWCOPD が作成されている。
日本においても、カナダのプログラムを翻訳しただけではなく、日本の文化に沿ったものを作成
するため、医師、看護師、患者を中心に翻訳、検討を行い、日本に適した LWWCOPD として患者用
テキスト「COPD ライフ COPD とうまくつきあう～」を作成した。 
 一方で、同じセルフマネジメント教育プログラムを用いても、効果が得られるケースと得られ
ないケースがあり、セルフマネジメント教育を提供する医療者がトレーニングを受けているか
が影響することが報告されている 7。わが国においては、患者用プログラムや書籍はあるが、医
療者のマニュアルや研修プログラムはない。多くの施設で効果的な COPD 患者のセルフマネジメ
ント教育を達成させるためには、患者用のプログラムだけでなく、そのプログラムを提供する医
療者のマニュアルや研修プログラムが必要であることが喫緊の課題である。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、LWWCOPD の日本語版「COPD ライフ～COPD とうまくつきあう～」効果的なセルフ
マネジメント教育プログラムの構築、を達成するために、LWWCOPD の日本語版「COPD ライフ～
COPD とうまくつきあう～」の検証、スタッフ用テキストの作成を行う。作成した患者用、スタ
ッフ用「COPD ライフ」を用いて、セルフマネジメント教育を行い、多施設にてセルフマネジメ
ント教育効果の検証を行う。 
 
 
３．研究の方法 
（１）患者用テキスト「COPD ライフ～COPD とうまくつきあう～」の検証 

① 各施設、患者会における患者 10 名程度に実際に「COPD ライフ～COPD とうまくつきあ
う～」を用いて、用語の修正・統一、内容の確認を行う。 

② オリジナル版からの変更箇所について、LWWCOPD 製作者のカナダスタッフと整合性の
確認を行う。 

（２）スタッフ用テキストの作成 
① 患者用テキスト「COPD ライフ～COPD とうまくつきあう～」を用いて、ロールプレー

を行い、スタッフ用テキストに必要な内容を検討する。 
② オリジナル版 LWWCOPD の研修を受け、スタッフ用テキストに必要な内容の確認、整合

性を検討する。 
（３）「COPD ライフ～COPD とうまくつきあう～」プログラムの検証 

研究協力者らの施設において、患者用、スタッフ用「COPD ライフ～COPD とうまくつきあ
う～」を使用し、アウトカムの検討を行う。 
アウトカムは、1年間における緊急受診回数、入院回数、必要な肺の情報量の質問票（Lung 
Information Needs Questionnaire: LINQ）、MMRC、QOL（CAT）とする。 
 
 

４．研究成果 
（１）患者用テキストの検証とスタッフ用テキストの作成 
 本研究では、「COPD ライフ～COPD とうまくつきあう～」の患者用テキストが完成し、実際に多
施設における患者への臨床研究を行う段階で課題があがった。同じ患者用テキストを用いても、
すべての研究協力者が同じ質のセルフマネジメント教育を提供できないことが明らかとなり、
「COPD ライフ～COPD とうまくつきあう～」を用いて患者にセルフマネジメントプログラムを提
供するスタッフ用テキストの作成を行った。 



 作成したスタッフ用テキストを用い、ロールプレーを行い、見直し、修正、カナダのオリジナ
ル版との整合性の検討を行った。 
 本研究にて作成した「COPD ライフ～COPD とうまくつきあう～」の患者用テキストの一部とス
タッフ用テキストの一部を図 1に示した。 
 

                      
（２）「COPD ライフ～COPD とうまくつきあう～」プログラムの検証 
 「COPD ライフ～COPD とうまくつきあう～」を用いることによって、患者の QOL や知識量は向
上することが示唆された。一方で「COPD ライフ～COPD とうまくつきあう～」の患者用テキスト
とスタッフ用テキストを用いたセルフマネジメント教育を患者に行う際には、同じ医療者が患
者に継続的に時間を確保し、指導してくことの難しさや患者用テキストが 83ページと多いため、
終了までに時間がかかることが課題として挙げられた。また、退院後と外来、病院と在宅などプ
ログラム継続をどのように行っていくかが課題として挙げられた。スタッフ用テキストでは、ロ
ールプレーなどを入れた研修を行っていく方が、テキストを読むだけの学習より医療者のセル
フマネジメント教育の質を向上できる可能性が示唆された。 
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図 1 「COPD ライフ～COPD とうまくつきあう～」患者用テキストとスタッフ用テキスト 
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